
（２） こどもを取り巻く現状と課題 

①子どもを取り巻く現状 

 

平成 17 年 4 月から各区にこども総合支援担当が設置された。 

設置目的 

「地域における様々な問題(育児不安、虐待等)、多様化する保育ニーズ(長時間保育、一

時保育等のニーズに応じた保育機能の多様化)、学校教育における諸問題（不登校、いじめ

など）に的確に対応するために区役所を地域の子育ての総合的拠点として整備する 

 

業務内容 

子どもに関する情報収集・発信・提供 

子どもに関係する機関の連携・調整体制のシステム整備 

地域の子どもに関する情報や区民ニーズの把握・分析に基づく施策の企画立案 等 

また、「新総合計画」や「次世代育成行動計画」の具体化を図る 

 

こどもの範囲 

０歳から概ね１８歳までを対象とする 

 

まず、地域にあった子育て支援策の具体化に向けて、 

地域の子育てニーズを把握・分析し、区役所を中心とした子育ての仲間づくりや育児相談、

育児講座、情報提供などの機能強化をすすめるために、こども関係機関を訪問しての状況把握

や、区役所内の関係課・係、関係機関・団体会議を行い現状と課題の把握を行った。 

 

（１）子どもを取り巻く現状 

 麻生区は開発に伴い形成されてきた町で、多摩丘陵の自然に恵まれているが、山坂も多く、

子育て中の親子の移動も車が多いといわれる。 
今後も人口は増加の見通しで、新たに住み始める区民の方が多いと考えられる。 
住民の方は子育てサークル等自主的な活動を自ら始められ、活動の場所を求め、運営をして

いる。 
 パソコンの普及率も高く、情報の交換はネットや携帯も利用し行われている。 
 
また、一般的に最近の子育て状況として、 
子育てを支える、さまざまな生活体験や育児の経験等を積み重ねにくい状況があること、 
子育てを助けてくれるつながりが地域の中で作りにくいこと、 
家族の中でも子育てに協力してくれる人が少ないこと 
等から子育てをしていく力は総体的に低下している現状があるのではという状況がうかがわ

れる。 

川崎市の 7区は地理的なこともあり、区によって特性があるといわれている。統計からみた麻

生区の親子の状況を報告する。 



① 出生数 

区名 平成 14 年 平成 15 年 平成 16 年 

川崎区 １，８９０人 １，８０６人 １，８４７人 

幸区 １，４１８人 １，３２５人 １，４０８人 

中原区 ２，３２８人 ２，３１６人 ２，３０２人 

高津区 ２，２７５人 ２，２１１人 ２，３０６人 

宮前区 ２，４３５人 ２，２８０人 ２，３６１人 

多摩区 ２，１３９人 ２，１４３人 ２，０４２人 

麻生区 １，３７６人 １，２９８人 １，２７６人 

全市 １３，８６１人 １３，３７９人 １３，５４２人 

麻生の人口 １４６，５８９人 １４７，９９３人 １４９，７９２人 

麻生区の分区時の、昭和５８年人口 １０１，９５７人 出生数 １，４１１人 

 

人口は、急増しているが、出生数は、横ばいから微減傾向にある。分区当時と比べると１６年は、

人口は約４７，８００人多いが、出生数は１３５人少なく、少子化の進行が伺われる。 

 

② 合計特殊出生率 

区名 平成 14 年 平成 15 年 平成 16 年 

川崎区 １．３９ １．３１ １．３４ 

幸区 １．３６ １．２７ １．３０ 

中原区 １．１８ １．１８ １．１６ 

高津区 １．２８ １．２４ １．２７ 

宮前区 １．３３ １．２７ １．３２ 

多摩区 １．２４ １．２１ １．２１ 

麻生区 １．１６ １．１０ １．０７ 

全市 １．２７ １．２３ １．２４ 

 

川崎市の平均は１．２４で全国平均の１．２９を下回り、区別でも麻生区は市内で最も低い状況で

ある。 

 

③ 平成１６年に出産した者の年齢割合 

区名 １０～２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 

川崎区 ５１．２％ ４６．９％ １．９％ 

幸区 ４２．２％ ５６．０％ １．８％ 

中原区 ３５．０％ ６３．５％ １．５％ 

高津区 ３６．７％ ６１．４％ １．９％ 

宮前区 ３７．７％ ６０．３％ ２．０％ 

多摩区 ３７．５％ ６０．２％ ２．３％ 

麻生区 ３２．２％ ６５．６％ ２．２％ 

全市 ３８．８％ ５９．３％ １．９％ 



晩婚化や、出産年齢が上がっていることが少子化の原因の一つといわれているが、麻生区は他区と

比べて２０歳代の出産は最も低く、３０歳代で出産する割合が最も高く川崎区と比べると１８％近

くの差がある。 

 

④ 核家族の状況（平成１２年国政調査から） 

区名 総世帯数 核家族世帯数 核家族の割合 

川崎区 ７８，７３７ ４３，４８２ ５５．２％ 

幸区 ５４，８５０ ３３，１１１ ６０．３％ 

中原区 ８６，５６８ ４３，９４７ ５０．７％ 

高津区 ７５．９９２ ４３，３９９ ５７．１％ 

宮前区 ７４，３１７ ５１，７４５ ６９．６％ 

多摩区 ８５，７８６ ４４，９９３ ５２．４％ 

麻生区 ５４，４２７ ３６，０３１ ６６．２％ 

全市 ５１０，６７７ ２９６，７０８ ５８．１％ 

 

麻生区は、核家族の割合が宮前区についで高く、最も低い中原区より１５％も高い状況がある。 

 

⑤ 女性の有職率 

区名 母子健康手帳交付時 3 歳児 

川崎区 ５７．８％ ３０．９％ 

幸区 ５５．６％ ２８．２％ 

中原区 ５８．４％ ２４．４％ 

高津区 ５３．２％ ２２．０％ 

宮前区 ３８．０％ ２４．８％ 

多摩区 ５４．５％ ２１．４％ 

麻生区 ３１．５％ １８．２％ 

全市 ５０．８％ ２３．９％ 

 

母子健康手帳交付時、3 歳児とも母親の有職率は市内で最も低く、家庭で子育てをしている状況が

うかがえる。 

 

⑥ 区内保育園・幼稚園の通園状況  

人口は 17 年 3 月 31 日保育園児数は 4月 1 日幼稚園児数は 5月 1 日 

 ０ ～２歳

人口 

３～５歳

人口 

０～５歳

人口計 

保育園児

数 

０～５歳

の通園率 

幼稚園児

数 

３～５歳

の通園率 

麻生区 3,950 人 4,278 人 8,228 人 1,027 人 12.5％ 2,620 人 61.2％ 

全市 38,675 人 37,037 人 75,712 人 11,676 人 15.4％ 22,821 人 61.6％ 

 

麻生区で幼稚園に通う子どもの割合は、６１％と全市平均と同様であるが、保育園については、１

２．５％と全市の１５．４％と比べやや低い傾向にある。 



⑦ 区内公立小・中学校への通学状況 

人口は 17 年 3 月 31 日小中学生数は 5月 1 日 

 6～11 歳人

口 

小学生数 通学率 12～14 歳人

口 

中学生数 通学率 

麻生区 8,494 人 8,474 人 ９９．７％ 4,076 人 3,031 人 ７４．３％ 

全市 68,969 人 66,420 人 ９６．３％ 32,030 人 24,947 人 ７７．１％ 

 

小学生の通学率は全市よりも高い。中学生は 7割が公立で全市平均より麻生区は少ない。 

 

⑧ 地域療育センターにおける相談状況 

区名 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 

川崎区 ３８１人 ３６９人 ４５８人 

幸区 ２７０人 ３２６人 ２８４人 

中原区 ４２７人 ４４８人 ５０９人 

高津区 ４３２人 ５５１人 ４５８人 

宮前区 ４８９人 ５０９人 ５０９人 

多摩区 ５１８人 ５５６人 ６１５人 

麻生区 ３８９人 ４２７人 ５００人 

全市 ２,９０６人 ３,１８６人 ３,３３３人 

 

麻生区は、１５年度の相談数の増加が際立っている。 

 

⑨ 児童虐待の相談通告件数 

区名 平成１５年度 平成１６年度 

川崎区 ８４件 ７８件 

幸区 ５０件 ４８件 

中原区 ５９件 ５７件 

高津区 ５７件 ８２件 

宮前区 ５８件 ８４件 

多摩区 ５２件 ６４件 

麻生区 ２１件 ３４件 

全市 ３８０件 ４４８件 

 

全市は、対１５年で１１８％の増加だが、麻生区は１６１％と増加傾向がいちじるしい。 

 

 

 

 

 

 



⑩ 虐待の種類 

 平成１５年度 平成１６年度 

身体的虐待 １６０件 １７８件 

ネグレクト １３７件 １６３件 

性的虐待 ９件 ９件 

心理的虐待 ７４件 ９８件 

計 ３８０件 ４４８件 

 

身体的虐待が４０％、ネグレクトが３６％を占めている。 

 

⑪ 長期欠席児童の状況 

区名 小学校 中学校 計 

川崎区 １７２人 ２８７人 ４５９人 

幸区 ７８人 １６６人 ２４４人 

中原区 ７１人 １７３人 ２４４人 

高津区 １１５人 ２００人 ３１５人 

宮前区 １１６人 ２３４人 ３５０人 

多摩区 ７２人 １５５人 ２２７人 

麻生区 ６３人 １１０人 １７３人 

全市 ６８７人 １,３２５人 ２,０１２人 

 

全区とも中学生になると長期欠席児童が急増している。 

 

⑫ 長期欠席の理由 

 小学校 中学校 計 

病気 ３５１人 １８４人 ５３５人 

経済的理由 ０人 ３人 ３人 

不登校 １８７人 １,０８１人 １,２６８人 

その他 １４９人 ５７人 ２０６人 

計 ６８７人 １,３２５人 ２,０１２人 

 

全市の長期欠席の理由は、小学校では、病気による長期欠席が、中学校は不登校が最も多い状況で

ある。 


